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研究成果の概要（和文）：近年、トライアスロンやマラソンのようなエンデュランススポーツは多くの人々に親
しまれている。その理由に関して、おもにこれまでの議論では、エンデュランススポーツは長距離、長時間にわ
たる苦痛の対価として意味ある成果を得る有用性にもとづいた実践だと考えられてきた。対して本研究では、何
の見返りも求めずただ力を使い果たそうとする消尽と、それを受け入れ支えようとする歓待という有用性から外
れた体験に、エンデュランススポーツの魅力を見出した。トライアスリートを対象としたビデオ撮影やインタビ
ューなどの調査によって、非日常的な生の実感としての消尽と歓待の様相が明らかになった。

研究成果の概要（英文）：In recent years, endurance sports such as triathlon and marathon have been 
enjoyed all over the world. Previous studies mainly discussed that endurance sports provide 
meaningful outcomes for people in compensation for an extended period of time and distance of 
suffering. Such utility of endurance sports is positioned to explain the reason why many people 
voluntarily put it into painful practice. This study further found another motive of people for 
endurance sports by focusing on their experiences without utility. In other words, the people 
experienced profitless expenditure by just exhausting their own energy and hospitality such as 
accepting and cheering for their own expenditure. The analysis of the data from video recording and 
interviewing of triathletes revealed an aspect of expenditure and hospitality in triathlon as 
specific experiences with a sense of extraordinary life.

研究分野：スポーツ社会学

キーワード： トライアスロン　体験
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 エンデュランススポーツとは、トライアス
ロンやマラソンのような長時間、長距離にわ
たる苦痛を特徴とする競技の総称である。最
初の世界的なランニングブームが起こった
1970 年代以降、「なぜ多くの人々が苦痛の実
践に向かうのか」を問うた先行研究において、
エンデュランススポーツは社会状況を反映
した事象としてみなされてきた。近年、マラ
ソンやトライアスロンは市民レベルで大き
な盛り上がりをみせており、現代社会の動態
を捉えるうえでも、エンデュランススポーツ
を対象とした研究の重要性は高いと考えら
れる。 
 そのなかで、報告者は広島県西部のトライ
アスリートを対象とした調査研究を行なっ
てきた。一連の研究から見出されたのは、「自
分との闘い」とも称されるトライアスロンに
おいて互いの実践を支え合う「仲間」関係、
そして「仲間」の頑張りに触発される、「仲
間」からの応援を受けて苦しくとも脚が前に
出るといった、トライアスリートの他者に突
き動かされる体験だった。報告者の研究は、
再帰的な個我の実践と考えられてきたエン
デュランススポーツにおける他者性を論じ
た成果として位置づけられる。 
 亀山佳明による日本スポーツ社会学会大
会での報告（2013）は、本研究を開始する直
接の契機となった。亀山によれば、何らかの
目的に向けた手段としての「有用性」から理
解されてきた近代スポーツは、昨今別の様相
を見せ始めている。それが見返りを求めずた
だ自らの力を使い果たそうとする消尽と、消
尽を受け入れ支えようとする歓待の関係で
ある。このようなただ与え合う関係のなかで、
人々は後期近代において失われつつある活
力ある生を実感しており、その象徴的なモデ
ルがエンデュランススポーツであると亀山
は指摘した。 
 概して、本研究に先行する議論の多くは、
例えば達成感や自己肯定感のような苦痛の
対価としての成果を得るため、つまり近代的
な「有用性」にもとづいた実践としてエンデ
ュランススポーツを理解してきた。しかしな
がら、前述の他者性に亀山の議論を重ね合わ
せると、エンデュランススポーツには「有用
性」とは異なる論理が働いていることが推察
された。消尽と歓待の関係からエンデュラン
ススポーツを捉え直す試みは、「なぜ多くの
人々が苦痛の実践に向かうのか」という問い
について考えるうえで重要な示唆をもたら
しうる。しかしながら、そのような実証的研
究はこれまでまったく行なわれていなかっ
た。 
 
２．研究の目的 
(1)エンデュランススポーツにおいて消尽と
歓待が生じる論理 
 事前の研究によって、エンデュランススポ
ーツには成果への期待が忘却され、ただ自ら

を苦痛に投げ出す消尽の状態が存在してい
ること、また選手への応援や支援が、消尽に
共振して引き起こされる歓待としてみなさ
れることが、大まかではあるが確認されてい
た。そこで本研究では、なぜエンデュランス
スポーツにおいて消尽と歓待の関係が特徴
的に生じうるのかを説明できる論理を明ら
かにすることを第一の目的とした。特にバタ
イユの議論をもとに消尽と歓待の概念を精
査し、エンデュランススポーツを社会学的に
研究するための新たな分析枠組みを構築す
ることを目指した。 
 
(2)エンデュランススポーツにおいて生じる
消尽と歓待の実証 
 エンデュランススポーツの最中に消尽と
歓待がどのように現出しているのか、またそ
れらが人々にとってどのような体験として
実感されているのかを検証することが、本研
究の第二の目的だった。これまでの研究のな
かで報告者が目にした場面として、上り坂を
必死に進む「仲間」の選手を応援するうちに、
応援者が思わず後を追って走り出すという
ことがあった。この場面は、消尽する選手と
それに引き込まれた応援者が一体になった
歓待の関係としてみなすことができる。トラ
イアスリートが体験していると思われる消
尽と歓待の具体相を捉えるために、本研究で
はトライアスロンを事例としたフィールド
ワークを実施した。 
 
３．研究の方法 
 「２．研究の目的」の(1)に関して、特に
バタイユの著作およびバタイユについて論
じた文献を渉猟し、それらの要点を整理した。
また(2)に関して、トライアスロン大会での
実地調査、トライアスリートへのインタビュ
ー調査、国内のトライアスロン専門誌記事な
どの資料収集を行った。 
 実地調査では、消尽と歓待がどのような形
で生起するのかを動的に記録するために、大
会の様子をデジタルビデオカメラで撮影し
た。蓄積されたデータについては場面ごとに
フィールドノーツを作成し、文献研究によっ
て得られた知見と随時照らし合わせた。また
この映像データは、インタビュー調査におい
て対象者に提示するための資料としても活
用した。 
 インタビュー調査では、実地調査を行った
大会に参加していた選手と応援者を主たる
対象とした。この調査ではトライアスロンの
魅力や生活上の位置づけなどについて問う
半構造化インタビューに加えて、競技中の映
像や画像を対象者に提示し、そのときの状態
や感覚を振り返って表現してもらうという
手法を取り入れた。これには通常の聞き取り
だけでは得ることが難しいと考えられる消
尽と歓待の感覚に可能な限り近い語りを、対
象者から引き出すねらいがあった。 
 



４．研究成果 
(1) 「２．研究の目的」の(1)に関する成果 
 本研究では、「有用性」とそれによらない
世界観としてバタイユが対置する「俗」と
「聖」を、エンデュランススポーツ研究の新
たな分析枠組みの基礎として援用した。「俗」
とは労働に代表されるある目的に従った手
段としての活動によって、個人がその生を維
持する世界のことである。しかしバタイユに
とって、そのような個人の生とは、「有用性」
に隷従したものであるという点で十全では
ない。そこでバタイユは、「有用性」に囚わ
れることなく生きる「聖」の世界を示そうと
する。 
 先にも述べたように、苦痛を伴う長い道の
りの先に成果が期待されている点で、エンデ
ュランススポーツは「俗」の世界の活動だと
いえる。選手は苦痛に耐えることはもとより、
ペース配分や心拍数の管理、定期的な水分と
栄養の補給、効率性を求めた機材の使用など
によって、限界と対峙しながらもその内に留
まるよう自分をコントロールし続けなけれ
ばならない。 
 しかしながら、バタイユによれば苦痛は理
性の弱さを露呈させ、自分をコントロールす
ることを不可能にさせる。つまりエンデュラ
ンススポーツとは、自分が破壊されてしまう
力の働きのなかで自分をコントロールしよ
うとする競技なのである。自分が破壊される
ことによって、個人はその生を維持する「有
用性」から外れた弱い存在になってしまう。
ただしそれは単に弱いのではなく、「有用性」
に従っていない点で逆説的に完全に自律し
てもいる。このような生の様態を、バタイユ
は「聖」の世界における「至高性」と呼んだ。 
 上記のことから導き出されたのが、エンデ
ュランススポーツにおける相反する力の二
重性である（図 1）。円内は、選手が長時間の
苦痛を介して競技中に身を置くことになる
範域を表している。そのなかで、選手は自分
を限界のうちに留めてコントロールしよう
とする「俗」の力と、限界を超えてコントロ
ール不能になるまで自分が破壊される「聖」
の力のあいだで揺らぐ存在となる。消尽とは、
この揺らぎのうちに自分が破壊され、「有用
性」から外れた選手のありようとして考える
ことができる。 
 消尽と歓待がただ与え合う関係であるこ
とに立ち返ると、「有用性」によらない存在
として生きる時間（「瞬間」）において贈与が
なされるとバタイユは論じている。選手と応
援者の場合であれば、自他を隔てる個人の限
界を超えた「瞬間」に溢れ出した選手の力が
応援者にもたらされ（贈与され）、ともに消
尽する連続した存在となる。この「有用性」
から外れた消尽としての応援が歓待であり、
選手もまた応援者からの力の贈与を受ける。
このような溢れる力を贈与する体験に、亀山
のいう活力ある生の実感との一致が認めら
れる。 

図 1：エンデュランススポーツの二重性 
 
 繰り返して確認すると、本研究の「２．研
究の目的」の(1)に関する成果の要点は、エ
ンデュランススポーツの二重性という図式
の発見にある。この図式によって、エンデュ
ランススポーツにおいて消尽と歓待の関係
が特徴的に生じうることに対する一定の説
明が与えられた。 
 
(2) 「２．研究の目的」の(2)に関する成果  
 本研究が調査対象としたトライアスロン
大会のうち、「全日本トライアスロン皆生大
会」（「皆生」）は、日本のトライアスロン発
祥の「聖地」として、また国内では数少ない
ロングディスタンスという最長距離のカテ
ゴリーに区分される大会として、高い人気を
誇っている。種目ごとの距離設定はスイム
（水泳）3km、バイク（自転車）140km、ラン
（マラソン）42.195km で、総合の制限時間は
14 時間 30 分とされている（いずれも第 37 回
大会時点）。7月の連休中日に開催される同大
会には「灼熱の皆生」という異名があり、大
山山麓道路を含むバイクコースの厳しさで
も知られている。ここでは、「皆生」のラン
後半からフィニッシュ地点にかけての場面
①と②を、消尽と歓待の具体相を示す例とし
て取り上げることにする。 
 
①ランコースのエイドステーション 
 ランコースの 26.2km 地点に設けられたエ
イドステーション（競技中に選手が補給や処
置を受けることのできる場所）に、重い足取
りで歩き、テーブルにもたれかかって身体を
支えるほどに消耗した選手の姿がみえる。や
がてその選手がテントの脇に据えられた大
きなバケツの前で身体を屈めると、すぐにそ
の頭上から、ボランティアスタッフの中学生
が多量の水を含んだスポンジを絞る。水を滴
らせながら、明るさに満ちた表情で、選手と
中学生が顔を見合わせる。選手はしっかりと
頷いてから身体を起こすと、まるで力を取り
戻したかのように走り出した。 



 競技中の破壊の進んだ状態に関して、「皆
生」での年代別入賞の経験を有するある選手
は「へろへろとしかいいようがない」と振り
返る。加えて「へろへろ」の状態とは、欲す
るままに補給を摂ったり水をかけてもらお
うと身をさらしたりする「動物的」なもので
あるとも述べている。バタイユによる「有用
性」のうちに生きる人間とそうではない動物
の対比に鑑みると、「動物的」とは図 1 に示
した揺らぎのなかで選手が「有用性」から外
れた消尽する存在となっていることを表し
ている。 
 一方で、大会公式のエイドステーションと
は別に、選手への応援とともに飲食物や体を
冷やすための氷などを提供する「私設エイ
ド」で活動していたある応援者は、「（選手は）
しんどい思いしとるけど前に進もうとしと
って、その姿を見たら応援せにゃいけんなっ
て思う、そこにはパワーもらいますよね」と
語っている。この応援者と上記の中学生は、
選手を前にしての否応のなさという点で共
通している。この否応のなさは、「有用性」
から外れて消尽する選手と連続した存在と
なった「瞬間」としてみなされる。そしてこ
のように考えるならば、「パワーもらいます
よね」という語りや中学生と選手の明るさに
満ちた表情、足元のおぼつかなかった選手が
再び走り出したことに、消尽と歓待の関係を
特徴づける溢れる力の贈与、活力ある生の実
感を見出すことができる。 
 
②競技終了直前のフィニッシュ地点 
 2015 年 7 月 19 日午後 9 時 28 分、第 35 回
「皆生」はスタートから 14 時間 30 分が経過
しようとしていた。そのとき、フィニッシュ
地点である陸上競技場にひとりの選手が帰
ってきた。するとフィニッシュゲートの周り
には応援者、ボランティアスタッフ、競技を
終えた選手が集まり始め、それらはやがて大
きな声援と拍手、踊躍が混じり合った渦とな
る。その渦に引き込まれるかのように、最後
の直線に入った選手の走りは勢いを増して
いく。制限時間のわずか 3秒前に両手を上げ
てフィニッシュゲートを駆け抜けた選手は、
急に失速してその場に立ち止まると、幾許か
のあいだ両手を膝についてうつむいたのち
に、鳴り止まない拍手に向けて何度も深く頭
を下げるのだった。 
 「渦」という語をあてたことに関して、人
間の生は「どうにか安定している渦巻のよう
なもの」だとするバタイユの一節がある。渦
巻く生の力は人間の内部でのみ流れるので
はなく、時として外部へも流れ出し、また流
れ出たほかの生の力が内部に入り込んでく
ることもある。バタイユにもとづけば、フィ
ニッシュゲートで人々が体験したのは、選手
の消尽を機に自他を隔てる限界が消失し、流
れ出た生の力がぶつかりあって大きな渦と
なるような体験だったと考えられる。 
 調査を進めるなかで、「皆生」がエンデュ

ランススポーツにおいて消尽と歓待が生じ
る条件について考えるうえで重要な事例で
あることが明らかになった。先に触れた「私
設エイド」のような選手への非公式の支援は、
考え方によっては大会の適切な管理運営や
競技の公正性を揺るがしかねない存在であ
る。しかし「皆生」では特定の選手に限った
支援の禁止などを呼びかけつつ、「私設エイ
ド」を黙認している。このような「皆生」の
近代スポーツとしての不徹底さ、競技とその
外部の境界の曖昧さは非常に示唆的な知見
であり、2018 年度中に論文を公表する予定に
している。 
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